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復活 日に向けて
最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝

えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、

キリス トが、聖書に書いてあるとおりわたしたち

の罪のために死んだこと、葬られたこと、また、

聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと、

ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。

(コ リン トの信徒への手紙 1 15:3-5)

今月は大斎節か ら聖週、そ して今月の最終

日、 3月 31日 には丁度復活 日を迎えます。

そ してまた私たちはこの間にキ リス ト教に

とって最 も大切な出来事を記念 します。

その出来事 とは主イエス・キリス トの十字架

とい う最も絶望的な死からの復活であ り、その

死によって、主が私たちの罪をすべて贖って

くださり、私たちにも復活 と永遠の命が約束 さ

れたとい う福音そのものに他なりません。

また私ごとを申します と、私は今月末をもつ

て定年退職を迎えます。キリス ト教にとって最

も大切な出来事を記念するこの時を皆様 と一

緒に過ごせますことを嬉 しく思っています。

共によき復活日を迎えましょう。

さて私ども、2019年 1月 1日 に当教会

に赴任 し、退職時で 5年 3ヶ 月の在任期間と

なります。短い期間でしたが私の牧会生活にお

いては色々な新たな経験をさせて頂きました。

まず付属幼稚園のある教会への赴任は初め

ての経験でした。通いで幼稚園のチャプレン

勤務をしたことはありましたが、一日が園児

たちを迎えることから始まる生活は新鮮であり、

また子 どもたちが持 っているエネル ギーを

日々分けて貰っている気が しま した。

そしてこの間の大きな出来事をあげるならコ

ロナ禍 と新園舎建築ではなかったかと思います。

2020年 早々に始まつた新型 コロナ感染

症蔓延により、礼拝 自粛や訪間の制限を余儀

なくされ、宣教・牧会においては停滞の時であ

つたかと思います。

しかしこの間に園舎の耐震化や少子化時代に

対応するために新園舎建築が行なわれました。

理事長をは じめ幼稚園の方々にとって大変な

事業であつたことと思いますが、まさに神の

守 りの内に完成 したことは大きな喜びです。

また礼拝堂 と幼稚園園舎が別個の独立 した

建物 となることは教会 としても週 日の教会活

動などを進めていく上での願いでもありました。

先にこの 5年間を停滞の時であったと思 う

と申しましたが、考えようによっては 「́さな

ぎ」の時代 として見ることもできるのではな

いで しょうか。幼虫が 「さなぎ」の中で飛ぶ

ための新たな体を備えるように、姫路顕栄教

会 もこの間に新たな飛躍のための環境が与え

られたのではと思います。姫路顕栄教会が、

さらに神の栄光を現わして参 られますことを

お祈 りいた します。

最後にな りま したが、教会信徒 と幼稚園教

職員の皆様、また関係者の方々には、足 らぎる

所の多い私 どもを家族 ともども暖か く見守っ

てくださり、またお支え頂いたことに心か ら

感謝いた します。ありがとうございました。

司祭 ミカエル ガヽ南 晃
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